
地元の雇用を
守るため、
戦いに挑み続ける

■  　　数少ないメイドイン秋田ブランド
　製造ラインの全てを自社で行っている大同衣料。生

産管理システムの構築による短期納品、長年にわたっ

て築き上げてきた品質と技術が認められ、アパレル小

売の大手チェーン「紳士服のコナカ」のブラックフォー

マルスーツを一貫して生産している。また、オーダーメー

ドスーツの自社ブランドを立ちあげ、プロバスケット

ボールチーム「秋田ノーザンハピネッツ」に公式スーツ

を提供するなど、メーカーとしての存在感を発揮してい

る。商品の「製造」から、在庫管理・発送などの「物流」、

オーダーメイドスーツの「販売・メンテナンス」まで、三

位一体の事業が同社の強みだ。

　佐々木祐太社長は、「県内の縫製関係に携わる企業

の数、従業員数は、年々減少している。厳しい時代の中

で生き残るためには、何か特徴がないといけない。当

社は企画から販売までを自社で行えるため、ビジネスの

自由度が高い。お客様の多様なニーズに応えられる柔

  秋田県内のアパレル関係企業の多くは下請け製造業。その

中で、大仙市角間川の大同衣料は、紳士服、レディーススーツ、

礼服の企画・デザインから製造、販売までを自社内で行ってい

る数少ない企業だ。

軟性と、長年培った技術で、販売力を強化していきたい」

と話す。2000年には本社１階に、直営のオーダーメイ

ドスーツショップ「ファクトリーショップダイドー」を開設。

工場直営ならではの価格設定で、着心地と見た目の良

さを両立したジャストフィットの商品を提供している。

　また、昨年には、スーツ移動販売専用車両「テーラー

メイドカー」を導入。車内の客室で、生地やデザイン選

び、採寸・フィッティングまで行うことができ、その後、工

場で縫製加工した商品を配達（納品）してくれる正に“動

くオートクチュール”だ。県南エリアを中心に、秋田県内

の企業、イベント会場や個人宅に出向いて活躍している。

■ 　　地域の雇用をかたくなに守る
　大仙市角間川は、雄物川沿いに広がる田園地域。

大同衣料は、1978年の創業以来、この地で商売を続

けることにこだわり続けてきた。創業からの約20年間

はズボン工場として稼働。生産を支えたスタッフの多く

〒014-1413  秋田県大仙市角間川町字四上町7番地
Tel.0187-65-2096　Fax.0187-65-2673 
http://www.daidoiryo.co.jp/
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大同衣料 株式会社

● 設　立／昭和53年２月
● 資本金／1,000万円

● 従業員／167名
● 事業内容／繊維製造業（紳士服製造・販売）
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は、近隣農家の女性たちだった。

　昔は農閑期の冬場に県外に出稼ぎに行く人が多かっ

た。先代社長で現・会長の佐々木繁治氏は、農家出身

であり、自身も出稼ぎを経験。「出稼ぎの苦労が分かる

からこそ、冬場でも働ける雇用の場を地元に作りたいと

いう思いがあったのだろう。創業以来、“何があっても

地元の雇用を守る”という信念で営業を続けてきた」と

佐々木社長。98年には、旧大森町にあった背広の誘

致工場を吸収。撤退を決めていた吸収先の雇用を守っ

た。

　数年前、国内のアパレル企業の多くが海外に生産拠

点を移したときは、計画こそ浮上したが「あくまでも地

元で生産し、地元の雇用を守りたい」と計画を断固拒

否した。

　高度経済成長期から今日に至るまで、大幅に規模を

縮小した日本のアパレル産業。その中で雇用を守り、

維持することは決して楽なことではなかった。しかし、

地元への思いは揺るぎない。

　2010年から14年の５年間で、同社の新卒採用人数

は36人にのぼる。

■　　未来に向けての挑戦
　そんな会長の熱い思いを受け継ぎ、2013年、現職

に就いた佐々木社長。「角間川に拠点を置きながら、

製販一体型企業の強みを活かして、さまざまなことに挑

戦していきたい」と抱負を語る。

　「これからは下請け的な発想のままではダメ。自立し

て新しいことに積極的に挑戦し、独自性を高めたい」

　その取り組みの１つが「テーラーメイドカー」。そして、

未来を見据えて立ち上げたスーツのオリジナルブラン

ド「RISSI JAPAN」、女性向けの「Wa Vie CLASSIC」だ。

「テーラーメイドカーで、お客様にきめ細やかなサービ

スを提供し、顧客の新規開拓を進めたい。さらに、2つ

の自社ブランドの知名度を上げ、メイドイン秋田、ひい

ては、メイドイン角間川の名を世に広めたい」

　地域の雇用を守り、暮らしを支えるための、あくなき

挑戦が続いている。

代表取締役社長　佐々木  祐 太

「ファクトリーショップダイドー」にて佐々木社長とスタッフの皆さん。

大仙市の自社工場。スーツは全て自社工場で縫製加工している。

自社ブランド「RISSI JAPAN」のネームタグ。

スーツ移動販売専用車両「テーラードメイドカー」。

自宅や職場に「テーラーメイドカー」が訪問。店に行かずにオーダーできる。

「テーラーメイドカー」の車内。高級ホテルの客室のような雰囲気。
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